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本カタログに関するお問い合わせは、 
下記電話番号までお願いいたします。
TEL 0120-041-387

仕様は予告なく変更する場合があり
ますのでご了承下さい。なお、本カタ
ログにはオプションが含まれています。
詳しくは担当営業におたずねください。



一般的なStep&Shoot撮像では、装置側の制限により任意の撮像範囲は設定できないため、必要のない範囲まで撮像するケースがありま

した。FlowMotion 技術は、必要最小限の範囲設定を可能にし、短時間PET撮像設定に自由度をもたらします。また、CT撮影範囲もPET同様

に設定できるため、被ばく低減にもつながります。さらに速度可変技術により、任意範囲での目的別撮像が可能です。

世界初*の速度可変型寝台連続移動によるPET全身撮像技術 FlowMotionを活用した新しいアプローチ

撮像範囲も時間もオーダーメイドできる

PET検出器感度は有効視野中心が高く辺縁が低いため、感度分布

は三角形になります。不適切なオーバーラップでは不均一となりま

すが、最適化したオーバーラップに固定することにより、

Step&Shoot撮像において均一なSNRが得られるように工夫され

ています。最適なオーバーラップで常に合計100％とすることで均

一性を図っていますが、検出器位置により僅かにSNRが異なりま

す。FlowMotion技術では、同一速度で撮像することで、検出器位置

に関わらず、Absolute（完全）な均一性を再現できます。早期像と後

期像や、治療前後の撮像およびモニタリングにおいて、Step&Shoot

撮像で生じていた撮像時の検出器位置による、僅かなSNRの違い

が原因でおこる再現性の課題を解決します。

定量的な再現性の高さ

*自社調べ（2019年12月現在）
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画像提供：京都府立医科大学附属病院

画像提供：函館五稜郭病院

リニアモータ駆動での速度可変型寝台連続移動撮像技術（FlowMotion）の新しいアプローチは、全身を数分で繰り返し撮像します。

繰り返し撮像した各Passを再構成し、シネ表示することで生理的集積か腫瘍かの判断に役立ちます。

最大の特徴は、各PassをRaw Dataの段階で選択的に加算し再構成ができることです。

検査途中で動いてしまった場合も、動きのないPassを加算し再構成でき検査不成立を防ぎます。
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